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 「英仏石油協定」とも俗称され、国際石油資本の話題として上ることが多い。
この会議で仏はトルコ石油会社株の２５％を取得、旧独支配下のシリアを統治
下においてパイプライン建設の権益を確保した。こののち、米国の参画に
よって、石油利権をめぐって欧米間での確執が展開されることになる。
（つづく）
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